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The purpose of this paper is to clarify whether or not it is possible to implement a book review game when teaching university students in their 
first year experiences. In this paper, we reported the following below;(1) "Studio IA" course content for participating a social book review game 
(2) Detailed contents of the social book review game held at university (3) Analysis of questionnaires conducted after the social book review game 
was held. we analyzed the questionnaire of participating students. As a result, we found that it is meaningful for students to experience and 
participate in the presentation of the "Bibliobattle" method in their first year experiences at university. 
 
















































































































































第 10 回 意見を伝える２ 
意見文の３要素（話題・理由・主張）を知る／客観的
な文章とは？ 
第 11 回 ブック・レポートを書く１ 
ブック・レポートの構成を知る・本に関する情報，本
のテーマ（主題）を書く 
第 12 回 ブック・レポートを書く２ 
本の具体的内容（あらすじ）を要約する 
第 13 回 ブック・レポートを書く３ 
本に対する感想を書く 
第 14 回 ブック・レポートを書く４ 
評価（本の中でおすすめしたい点・自分と本との関わ
り）を書く 





























































































































































































































































































































































































































回答は，「a  はい b まあまあ c どちらとも言
えない d いいえ」の４段階評価とした（19，21，22 は，



















はい 25 名 






はい 25 名 







はい 25 名 
まあまあ 15 名 
どちらとも言えない 6 名 





はい 17 名 
まあまあ 27 名 
どちらとも言えない 4 名 





はい 21 名 
まあまあ 20 名 
どちらとも言えない 5 名 

















































はい 10 名 
まあまあ 19 名 
どちらとも言えない 10 名 




はい 5 名 
まあまあ 26 名 
どちらとも言えない 15 名 




 はい 10 名 
まあまあ 20 名 
どちらとも言えない 13 名 





はい 14 名 
まあまあ 14 名 
どちらとも言えない 17 名 




はい 15 名 
まあまあ 19 名 
どちらとも言えない 9 名 
いいえ 5 名 
平均 1.916 
 































































48 名中 35 名から回答が得られた。 













思う 発表 大会 準備 緊張 少ない 参加 
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